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緑の基本計画の概要 

緑の基本計画とは 

「緑の基本計画」とは、都市緑地法第 4 条に基づき策定する緑に関する総合的な計画であり、

都市における緑の保全・創出のための取組や目標を定めるものです。 

「青森市緑の基本計画」は、生活環境を構成する重要な要素である「緑」について、行政・市

民・団体・事業者が協働して保全や創出に取り組むことを定めたものであり、緑豊かな潤いのあ

る青森市の実現に向けた総合的な指針となる計画です。 

 

計画改訂の背景と目的 

青森市では、平成 18 年度に「青森市緑の基本計画」を策定し、平成 28 年度に見直しを行いま

した。その後、都市緑地法等の改正や、本市の上位計画（総合計画、都市計画マスタープラン、立

地適正化計画等）の策定により、まちづくりを取り巻く状況が大きく変化しました。さらに、SDGs

や生物多様性の保全、脱炭素化の推進、人口減少・少子高齢化、地域経済の縮小など、「緑」をと

りまく社会情勢の変化も顕著となっています。 

こうした背景を踏まえ、将来にわたり“わたしたちのつくる 緑あふれる 青い森”を継続し、

青森市における緑づくりの課題解決を図るため、「青森市緑の基本計画」を改訂します。 

 

計画期間 

計画の期間は、令和 8 年度（2026 年度）～令和 17 年度（2035 年度）の 10 年間とします。なお、

必要に応じ適宜見直しを検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園の緑 海・⼭の緑 

⽂化財・史跡、シンボルツリー 農地の緑 

－ ⻘森市の誇れる緑 － 
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計画の位置づけ 

緑の基本計画は、都市緑地法第 4 条に基づく市町村の「緑地の保全及び緑化の推進に関する基

本計画」として策定するもので、本市の緑全般の施策を推進するためのマスタープランとして位

置づけられ、「青森市総合計画前期基本計画」や「青森市都市計画マスタープラン」、「青森市立地

適正化計画」などの上位計画及びその他関連計画はもとより、国が定める「緑の基本方針」や県

の「青森県広域緑地計画」との整合性を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 計画の位置付け 

 

 

戦略目標⑴ 都市機能と居住の適正配置 

戦略目標⑶ 

青森市緑の基本計画 （都市緑地法第 4条） 

※都市緑地法改正により緑の基本方針に基づいて改定したもの 

青森市総合計画 

～ まちづくりの基本目標・あらゆる活動の最上位指針 ～ 

青森市総合計画 基本構想 
（青森市まちづくり基本条例第 21 条） 

即する 

青森市都市計画マスタープラン 

～ 市町村の都市計画に関する基本的な方針 ～ 
（都市計画法第 18 条の 2） 

連携 即する 

戦略目標⑵ 

戦略目標⑸ 持続可能な都市環境の形成 

整合 

青森県の各種計画  

青森市立地適正化計画 

   ※都市計画マスタープランの一部 
               （都市再生特別措置法第 82 条） 

本市の各種計画 

青森市景観計画 
（景観法第 8 条第 1 項及び青森市景観条例第 6 条第 1 項） 

青森市地域防災計画 
（災害対策基本法第 42 条）

青森市地球温暖化対策実行計画 
     （区域施策編） 

青森市公園施設長寿命化計画 
・
・
・
・
・ 

都市緑地法 

緑の基本方針 
（都市緑地法第 3条の 2） 

～ 都市における緑地の保全と緑化を推進し、 

良好な都市環境を形成するための法律 ～ 

整合 

戦略目標⑷ 災害に備えた都市環境の形成 
整合 

青森県広域緑地計画 
（都市緑地法第 3 条の 3）

青森県生物多様性戦略 
・
・ 
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計画フレームの設定 

本計画における対象区域は、都市計画区域（31,518ha）とします。 
  

表 計画対象区域 

計画対象区域名称 計画対象規模 

青森都市計画区域 23,774ha 

浪岡都市計画区域 7,744ha 

計 31,518ha 

出典：青森市の都市計画の概要図 

  
表 都市計画区域の人口見通し 

区 域 
令和 2年度 

（現況値） 

令和 17 年度 

（推計値） 

全 市 275,192 人 226,327 人 

都市計画区域 272,233 人 223,893 人 

 青森地区 255,275 人 209,947 人 

 浪岡地区 16,958 人 13,947 人 

出典：令和 2 年国勢調査、令和 5年青森市都市計画基礎調査 

国立社会保障・人口問題研究所（令和 5 年推計） 

 

みどりの課題 

  ① 国の方針や上位・関連計画に沿った

目標・指標の設定 

 

・気候変動対策や生物多様性の確保、Well-

being 向上に資する取組の推進 

・緑の基本方針、青森市総合計画、都市計画

マスタープランなど 

② みどりの多様な機能をグリーンイン

フラとして最大限に活用 

 

・既存公園や緑地等の充実 

・快適な都市環境や良好な景観形成、災害に

強いまちづくり、生物多様性の確保 

・身近な緑を適切に維持管理する重要性 

③ 公園樹木や街路樹の老齢化や腐朽

等に対応し、安全性を確保するため

のみどりの計画的な維持・管理 
 

・都市公園の約 45％が 40 年以上経過 

・緑の質を重視した適切な管理及び整備 

・安全対策としての樹木の伐採や更新 

・緑の「量」の拡大から「質」の重視へ 

④ 高齢化により、緑化活動に取り組む

市民や団体の担い手が不足。市民の

ボランティア活動への参加促進及び

事業者による緑化活動の促進 

・公園愛護会等における担い手の高齢化及び

将来担い手の育成 

・市民の約 8 割が緑化活動に未参加 

・緑に関する情報提供、緑化活動参加への促

しの強化拡充 
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基本理念 

本市の緑に関する４つの課題解決に向け、市民・事業者・行政のパートナーシップのもと、今

ある本市が誇れる豊かな緑を市民共有の財産として守るとともに、緑と花があふれる魅力的なま

ちの創出に努め、わたしたちの住む「青森」という名称を大切にしながら、将来にわたって緑を

育んでいくことを表すため、基本理念は現行計画を継承し“わたしたちのつくる 緑あふれる 青

い森”と定めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<本市を代表する都市公園 合浦公園> 

  

＜基本理念＞ 

“わたしたちのつくる 緑あふれる 青い森” 
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みどりの将来像 

基本理念を実現するため、本市が目指すみどりの将来像を、公園や史跡、交通拠点等を核とす

る「みどりの拠点」、河川や海岸、道路等で構成される「みどりのネットワーク」、市街地や農地、

背後丘陵地に広がる「みどりのエリア」の三つの要素を重ね、本市の「みどりの将来像」を次の

とおり示します。 

 この将来像の実現にあたっては、緑の持つ多様な機能をグリーンインフラとして最大限に活用

するとともに、市民・事業者・行政が連携・協働するパートナーシップによって可能となります。 

図 みどりの将来像 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みどりの配置⽅針 

【都市公園ストックの再編】（市街地エリア） 

 市街化区域において既存の都市公園等を活用し、少子高齢化社会を想定した子育て支援及

び市民の健康増進に資する公園への改修、再編を検討します。 

【グリーンインフラの活用】（全てのエリア） 

 災害時に避難所となる公園・緑地等に災害応急対策施設等の整備及び維持管理を推進しま

す。治水機能を有する農地、樹林地は今後とも保全を図ります。街路樹は、環境保全や景

観形成等の機能維持のため、適切に維持管理を行います。 

【市の魅力向上に資するみどりの配置】（観光・交流エリア） 

 主要駅などの交通拠点周辺を含む地域においては、市内外の人々が集まる場として、みど

りを活用したまちづくりを市民・事業者と協働で進め、魅力ある空間を創出します。 
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基本⽅針 

基本理念及び将来像の実現のため、計画の基本方針を“みどりをまもる、みどりをふやす、み

どりをつなぐ、みどりとくらす、みどりをひろめる”と定め、４つの課題解決に努めます。 

 
 
 
 
 
 
 

基本方針 1 みどりをまもる ＜みどりの保全＞ 

市街地背後丘陵地等の緑、希少動植物と生物多様性、地域のシンボルとして歴史ある巨樹、古

木、さらにりんご畑や田畑などの農地を保全し、これまで受け継がれてきた緑を守り、次世代へ

と引き継いでいきます。 

基本方針 2 みどりをふやす ＜みどりの創出＞ 

各主体が緑地の維持管理に取り組むことで緑の質の向上を図り、新たなみどりの創出に努めま

す。また、公園の整備や機能の充実を通じて、Well-being の向上を図ります。その一環として、

緑の機能を維持し、安全確保のための樹木の適正な維持管理や樹木更新等の対策を実施します。

さらに、身近に緑のある生活が気候変動や遺作や災害対策に有効であることを広く周知し、緑の

機能をグリーンインフラとして最大限に活用します。 

基本方針 3 みどりをつなぐ ＜みどりの連続性＞ 

主要な都市公園等を核とする「みどりの拠点」を河川や道路など自然を市街地に導く「みどり

の軸」でつなぎます。これにより、連続した緑を通じて、快適な都市環境、人と生き物との共生、

都市の安全確保、美しい景観の形成などの機能を最大限に生かす緑のネットワークを維持します。 

基本方針 4 みどりとくらす ＜みどりのある生活＞ 

 豊かで潤いのある暮らしができるよう、緑と花に囲まれた生活景観（暮らしの中の緑）の形成

に努めます。あわせて、緑資源の再利用を促進するとともに、緑と花に関する学習の推進にも取

り組みます。 

基本方針 5 みどりをひろめる ＜みどりの普及＞ 

本市のみどりをひろめる活動は、行政だけではなく市民や事業者との協働によって広がり、担

い手を育てていくことが必要です。そのため、緑化活動の場の提供や支援の充実を図るとともに、

緑化意識の高揚につながる取組を推進します。 

さらに、魅力的なみどりを市外にも発信し、本市の資源であるみどりを活用して人を呼び込み、

まちの活性化につなげます。 

＜基本方針＞ 

“みどりをまもる、みどりをふやす、 

   みどりをつなぐ、みどりとくらす、みどりをひろめる” 
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緑地の保全及び緑化の目標 

基本理念、みどりの将来像の実現に向けて、以下の項目を目標値として設定します。 

 

（1） 身近な緑を増やす目標 

住民一人あたりの緑のオープンスペース面積 

【令和 6 年度】 29.7 ㎡/人          【令和 17 年度】 36.1 ㎡/人 

緑被率（市街化区域） 

【令和 7 年度】 14.4％             【令和 17 年度】 14.4％ 

緑被率（都市計画区域） 

【令和 7 年度】 77.5％             【令和 17 年度】 77.5％ 

（2） 緑の質を高める目標 

緑に囲まれた環境の満足度 

【令和 7 年度】 57.8％             【令和 17 年度】 60.0％ 

（3） 市民活動を広める目標 

緑化推進活動に参加したことがある市民の割合 

【令和 7 年度】 18.2％             【令和 17 年度】 21.8％ 

緑化活動団体数 

【令和 5 年度】 77 団体            【令和 17 年度】 77 団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＵＰ 

KEEP 

ＵＰ 

KEEP 

KEEP 

ＵＰ 
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緑地の保全及び緑化の推進に向けた施策 

５つの基本方針に基づき、本市が抱える４つの課題解決に向け、取り組む施策を定めます。 

 

基本方針 基本施策 施策内容 

みどりをまもる 

（1）自然環境の保全 

①優れた自然の保全 

②希少動植物の保護と生物多様性の確保 

③水辺等の保全と適正管理 

（2）樹林、樹木の保全 
①社寺林の保全 

②巨樹・古木の保全 

（3）農地の保全 

①農地の維持保全 

②体験農園の充実 

みどりをふやす 

（1）身近な公園、緑地づくり 

①公園緑地の整備 

②民地、民間施設の緑化の推進 

（2）まちの拠点や軸となる緑

づくり 

①公共施設・遊休地の緑化推進 

②緑の連続性を確保し、テーマ性をもった街路樹等

の整備 

③道路緑化の維持管理の充実 

④自然的資源、歴史文化的資源を生かした緑化の

推進 

（3）安全で快適に利用できる

公園・緑地の充実 

①指定管理者による管理運営の推進 

②公園、緑地の再生（リニューアル）や維持管理の充

実 

③ユニバーサルデザイン等による公園、緑地整備 

④防災機能を有した公園の整備 

みどりをつなぐ （1）みどりのネットワーク化 
①公園、緑地、河川、道路等による緑化ネットワーク

の形成維持 

みどりとくらす 

（1）地域の緑との共生 ①緑のリサイクルの促進 

（2）住まいの緑と花づくり活

動の実践 

①庭先やベランダ、窓辺の花飾りの促進 

②地区計画制度の活用 

（3）緑と花の学習の推進 ①緑と花に関する学習の推進と情報提供及び収集 

みどりをひろめる 
（1）緑化活動の促進、支援の

充実 

①緑に関するコンクールや顕彰制度の充実 

②パートナーシップによる緑化推進 

③緑に関するイベントや PR の充実 
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緑化重点地区 

緑化重点地区とは、都市における緑地の適正な保全及び緑化の推進について重点的な配慮を加

えるべき地区のことであり、市が行う重点的な緑化施策に加え、市民や事業者の積極的な緑化へ

の取組を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 中心市街地地区 
まちのにぎわいに寄与する多くの都市機能が集積している地区で、市民団体や事業者がボラ

ンティアとして定期的に花苗の植栽ボランティア活動が行われています。 

青森駅前や新町通りでは、テーマ性を持った街路樹の整備を進めるとともに、市民や事業者

による緑化活動を促進し、緑と花に包まれた美しい市街地を形成します。 

(２) 青い森セントラルパーク及び周辺地区 
青森市総合体育館の整備により防災拠点としても重要な地区です。 

青森市総合体育館を核にした防災機能に配慮した公園機能向上を図るとともに、民間活力を

活用した公園利便性の向上に努めます。 

(３) 平和公園周辺地区 
緑豊かな平和公園や遊歩道緑地があり、松原地区では歴史文化に触れることができる地区で

す。平和公園では市民団体等による緑化活動が定期的に行われており、現在の緑化活動を継

続するとともに、活動の機会の場の創出を図ります。 

(４) 新青森駅周辺地区 
広域交流の玄関口としての都市機能が整備されている地区であり、緑の連続性を確保し、テ

ーマ性を持った植樹帯緑化などにより「緑と花があふれる青い森」のイメージの定着を目指

します。 

新青森駅周辺では、市民・事業者・行政がパートナーシップのもとで進めるみどりのネット

ワーク形成の推進に努めます。 

(５) 浪岡緑道と浪岡駅周辺地区 
浪岡緑道は、「浪岡川クリーンの会」による清掃活動が行われているほか、史跡浪岡城跡と花

岡公園に隣接し主要なみどりの拠点となっています。 

浪岡地区全体では、市民・事業者・行政がパートナーシップのもと、地域に即したグリーン

インフラの維持管理を推進します。 

(６) 合浦公園周辺地区 
合浦公園は、県内初に開設された都市公園として本市を代表するみどりの拠点となっていま

す。また、青森春まつり等の会場として、地域のにぎわい創出の場となっています。 

合浦公園では、市指定文化財（天然記念物）「三誉の松」やサクラの保全に努めるとともに、

市民・事業者・行政のパートナーシップによる緑化推進に努め、市内外から多くの方が訪れ

愛される公園となるよう努めます。 

(７) 野木和公園周辺地区 
野木和公園は、野木和湖と木々が美しい公園として本市のみどりの拠点となっています。 

また、合浦公園とともに青森春まつり等の会場として、地域のにぎわい創出の場となってい

ます。 

野木和公園では、市民・事業者・行政のパートナーシップによるグリーンインフラの維持管

理に努めながら、みどりの名所づくりを推進します。 
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図 緑化重点地区 位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心市街地地区 

野木和公園周辺地区 

青い森セントラルパーク

及び周辺地区 

合浦公園周辺地区 新青森駅周辺地区 

平和公園周辺地区 

浪岡緑道及び浪岡駅周辺地区 

市街化区域 

緑化重点地区 

国土地理院単色地図 

用途地域の指定区域 

緑化重点地区 

国土地理院単色地図 
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緑化重点地区における緑化⽅針 

1. ⻘森市⽴地適正化計画と整合した都市の拠点の緑化 

青森市立地適正化計画における都市機能誘導区域については、都市の拠点としてふさわしい景

観形成を目指し、既存ストックを活用したみどりのまちづくりを推進します。居住誘導区域につ

いては、快適な住居地域の形成のため、民有地の緑化を促進します。 

 

2. 公園の利便性・快適性の向上 

主要なみどりの拠点となる公園においては、市民の憩いの場としてだけでなく、広域的なレク

リエーションの場としても重要であることから、指定管理者制度等の活用により利便性・快適性

の向上を図ります。 

 

3. 市⺠・事業者による緑化活動等の支援 

市民・事業者とのパートナーシップによる緑化活動を支援し、その活動を広く周知します。 

 

4. 緑地保全事業の検討 

緑地の確約的な確保のため、特別緑地保全地区の指定等を検討し、保全利用施設の整備、機能

維持増進事業による保全対策を実施します。 
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推進体制 

人口減少・少子高齢化が急速に進むなか、限られた人員・財政状況を踏まえ、本市の緑の保全

及び緑化の施策の推進には、行政だけではなく、市民・事業者の役割がより一層重要となってい

ます。 

市民・事業者・行政のパートナーシップにより、基本理念である「わたしたちのつくる 緑あ

ふれる 青い森」を目指し、みどりのまちづくりを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 市民・事業者・行政の役割とパートナーシップ 

 

計画の進捗管理 

計画の進捗は、目標の達成状況、取組の実施状況により管理を行います。 

目標年度は令和 17 年度ですが、計画期間中のフォローアップや進捗状況や社会状況の変化等に

合わせて、必要に応じて計画の見直しを実施します。 

 

パートナーシップ・協働 

市 民 

 

 

 

 住宅や地域の緑化 

 ボランティア活動への参加 

 緑に関するイベントへの参加 

 緑に関する学習、まちづくりへ

の意識向上 

事 業 者 

 

 

 

 事業所の緑化 

 ボランティア活動への参加 

 緑の保全・緑化活動への寄付

等の支援 

 緑に関する法令の遵守 

行 政 

 

 

 

 公園や街路樹等の整備 

 維持管理、安全対策の実施 

 緑に関するイベントの開催 

 情報の収集・共有・提供 

 市民・事業者の活動支援 
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